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拝啓 

 

 ご連絡が遅くなり、大変申し訳ありません。今年に入り、新入生歓迎会、科学未来館での車両展示な

どに参加し、車両製作も大詰めを迎えております。第 7 回大会も無事に書類選考を通過する事が出来、

車両の完成を待つのみとなりました。初の全種目参加・完走を達成し、1 つでも上の順位を獲得出来るよ

う、残り 1 か月精一杯努力していきたいと思います。 

 

敬具 
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１、プロジェクトリーダー挨拶 

 

 

  スポンサー各位 

 

 始めに、私達 TUSFR 第五期プロジェクトは、当初 3 月下旬の車両完成（シェイクダウン）を目標

に進めてまいりましたが、完成に至りませんでした。これは、チームの日程管理を徹底出来なかった

私の責任です。大変申し訳ありませんでした。現在、日程を修正し、メンバー間で密に連絡を取り合

い、一刻も早い車両完成を目指して活動している次第です。次回は明るい報告が出来るよう励んでま

いります。 

さて、現段階ですが、各部門で設計がほぼ終わって製作に進んでおります。今までに多くのスポン

サー様方から部品や技術面のご支援を頂きました。ありがとうございます。頂いた部品は、最大限車

両性能を発揮できるよう、大切に扱っていきます。また、静的審査に向けての準備も車両製作と平行

して進めております。静的部門に関してもどの項目も抜かりなく強化していきたいと思っています。

四月からはありがたいことに、多くの新入生が入部しました。しかも、積極的に行動できる者ばかり

です。その影響からか、二年生達一人一人の意識が高まり、頼もしい存在になりました。チーム全体

でこのモチベーションのまま、大会に臨めるよう引っ張って行きます。 

 

                        第五期プロジェクトリーダー 

                         理工学部機械工学科３年 

                             米田 公平 
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２、TFR005 詳細 

 

ⅰ）シャシーパート 

  ・ȳȷɘɱȵɥɱ 

今期はエボリューションサスペンションという新しい機構を取り入れ、タイヤのグリップを今ま

で以上に引き出せるようにしています。また、ロールバーの採用も検討しています。 

 

ɵȵɥɁȭɤɉɁɆ 

スプリングのばね定数を昨年の 103N/mm から 130N/mm に引き上げ、マシンのロールを抑える

方向にしています。またプルロッドの調節機構をロッドの中央から下側に配置する事で低重心化を

狙いました。 

 

ɵȷɄȠɨɱȮ 

今期はステアリングギアボックスを下に配置することにしています。 

 

ɵȠɁɕɧȢɆ 

アップライトの構造は過去のアップライトと同様にコスト面に優れた角パイプを利用した構造を

採用しました。今期のアップライトは形状に変化は乏しいですが、前期のアップライトの整備性の

悪さと安全率のバラつきを改善することに成功しています。 

 前期、破損したアッパーマウントには溶接による強度の低下をなくす為、板金の溶接ではなく去

年より厚さのある角パイプを直接切り出したものを利用します。 

 

ɵɍɔ 

去年のハブとの大きな違いはハブリアにリムを付けなければならなくなったことです。今年のハ

ブの形状も、ＮＣ加工を必要としない去年のコスト面に優れた形状のまま変えていません。しかし、

応力解析結果に基づき去年のハブよりも小型軽量化に成功しています。その結果、アップライトに

余裕を持たせることで足回り全体としての軽量化に貢献しています。 
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ⅱ）パワートレイン・パート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ）カウル・パート 

 

 

  

ɵ Ҳ  

ディファレンシャルギアのマウントでは、前期車両と比較しての強度および整備性の向上を目指

しました。軽量化と部品点数の削減に成功し、またロットエンドを用いた調節機構を設ける事で、

整備性の向上を狙いました。 

 

ɵлԁ  

今期の冷却は、昨年度までは両側に一つずつあったラジエータを片側一つにすることでホースの

取り回しをしやすくし、またファンをつけることで冷却性能の向上を目指しています。 

 

ɵ  

今期の燃料系は、タンク容量の確保と構造の簡素化を目指しました。 

 

ɵט  

  吸排気共に、低回転からの出力アップを狙いました。また、フレーム構造の変更に伴い、排気管 

 の再設計を行いました。 

 

ɵȩȤɩ  

解析ソフトＡＮＳＹＳを使用し、アンダーパネルがダウンフォースを十分に発揮する形状を追求

しています。前期車両に比べ、アンダーパネルの後部のディフューザーを大型化することで、より

大きなグランドエフェクトを発揮するように設計しました。解析値で 50km/h で約３２N のダウン

フォースを発生させます。（前期比＋１００％） 
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３、新メンバー紹介 

 

 今年４月、新入生歓迎会および活動紹介プレゼンテーションの努力の甲斐もあり、15 名近い新入部員

を獲得する事が出来ました。やる気に満ち溢れた彼らと共に 9 月に開催される大会へ向け、全力を尽く

したいと思います。 

 

 

  

ǀ ǲ ἶǞǦ ǁ 

・ものづくりが好きで将来は自動車とかを作ってみたいからです。 

・ラグビーをするなかで自分の身体は力学的にどのように設計されているのかに興味を持ちました。身

体の理解の上に機械でモノとして作れないかと思い、機械工学科にしました。 

・将来自動車メーカーで働きたいからです。 

・どこでもドア、タケコプターなどのドラえもんの道具が現実の世界で使うことが出来るようにする

ために、夢のマシンを目指して研究していきたいと思うようになったのがきっかけです。 

 

ǀ › ǲ Ǧ ǁ 

・自動車を作るにしても知識が全然足りないから実際に制作に携わっていろいろと学びたいことと、

ものづくりが好きだからです。 

・授業だけではモノ作りの経験が不足であるだろうと思っていました。そんなときに機工研の VTR を

みて、学生フォーミュラには魅力があるなと思って決めました。 

・F1 の設計に携わる仕事に携わりたいです 

・詳しくフォーミュラについて知ると、就職の上でも非常に有利であり、じかにモノを開発していく

上で様々なことを体験できるということを知りました。そこで、是非機械工学研究会に入部したい

と思いました。 

 

ǀ › Ǯǵ ǁ 

・作業を通じて多くのことを学び、それを生かして工夫しよりよいものを作れるようになりたいです。 

・デザインと性能が両立する車を作りたいです。 

・剛性と重量のバランスがとれたフレームを作れるようになりたいです。 

理科大の機工研では様々な企業との交流が出来たらいいと思っているので、プレゼンなどができる

マネージメントに参加したいと思っています。そして、企業だけでなくほかの大学と交流が出来た

らいいと思います。 

 

ǀǤǵ̀ PRǁ 

・最近ハイボールにはまっています。（二十歳の方） 

・車に関しては無知であるので、様々なことに興味を持ち、他の部門にも参加をして知識を増やして

いきたいと思います。 
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４、活動報告 
 

ⅰ）車両製作 

 目標としていた期間を過ぎ、夏休みでの完成を目指すこととなってしまいました。 

 

 

  シャシー・パート 

   フレームは各ブラケットの溶接が大詰めを迎え、 

  完成間近です。 

   A アーム、ショックユニット、ベルクランクは 

  完成しており、アップライトへハブの圧入が終了 

  次第、組み付け・接地する事が出来ます。 

 

 

 

 

    カウル・パート 

  アンダーパネルの製作も終了し、カウル成形用 

 のオス型作成に取り組んでおります。 

  レギュレーションの変更により、コックピット 

 周りが大きく改修されました。同時にバケットシ 

 ートの装着を実現しました。これにより、ドライ 

 バーがより正確に車両の挙動を感じる事が可能に 

 なると考えております。 

 

 

 

  パワートレイン・パート 

  駆動系ユニット各パーツも揃い、マウントの製 

 作・溶接の終了しました。 

  トラブル続きだった排気系も完成し、燃料タンク 

 が完成次第、いつでも走行可能な状況です。 

  また、テスト走行の結果次第では、昨年の反省か 

 ら冷却システムへ電動ファンを搭載を考えており 

 ます。 
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  燃料タンク溶接風景      

ⅱ）イベント参加 

 

 今年も４月８日（水）に新入生歓迎会を行いました。昨年の反省をもとに、新入部員の獲得に向けて

奮戦しました。また、機械工学科１、２年生に向けて活動紹介のプレゼンレーションを実施した結果、

昨年の３倍以上の新入生が集まってくれました。 

 

    新入生歓迎会     活動説明会 

 

 

 ６月６日、７日に科学未来館にて車両展示・活動紹介を行いました。今年は１年生を中心としたメン

バーで参加しました。心配していた来場者への対応も、熱心に活動を説明する姿を見せてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  車両展示風景     未来館出展ブース
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５、今後の予定 

 

 8 月初旬・・・・・・前期期末テスト 

 

   21 日（木）・・・茂木試走会 

 

   25 日（火）・・・筑波走行会（関東学生フォーミュラ連盟主催） 

 

 9 月上旬・・・・・・車両塗装 

 

   9 日～12 日 ・・全日本学生フォーミュラ大会 

 

10 月上旬・・・・・・第 5 期活動報告会（予定） 

  



 

10 

 

 ̧   

  

http://www.mf- matsumoto.co.jp/ 

 

  

http://www.keihin- corp.co.jp/ 

 

  

http://www.sankei- gk.co.jp/ 

 

  

http://www.honda.co.jp/ 

 

TRUE BLUE  

http://www.true- blue.co.jp/ 

 

WIRUS WIN  

http://wiruswin.com/ 

 

  

 

  

http://www.watanabekougyo.co.jp/ 

 

 

 

 

６、スポンサー様一覧 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ̧   

  

http://www.mscsoftware.co.jp/ 

 

  

 

R&D  

http://www.r - d.co.jp/ 

 

  

http://www.nissansp.co.jp/ 

 

 

http://www.nissinkogyo.co.jp/ 

 

  

http://www.yutakagiken.co.jp/index2.html/ 

 

RS   

http://www.rs- watanabe.co.jp/ 

 

  

http://www.bridgestone.co.jp/ 

 ̧   

NTN   

http://www.ntn.co.jp/japan/index.html 

 

  

http://www.fcc - net.co.jp/ 

 ̧   

  

http://www.sakae- koukan.co.jp/ 
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 ̧   

  

http://www.kovax.com/ 

 

  

http://www.takatsu- mfg.co.jp/ 

 

  

http://www.hakeya.com/ 

 

  

http://www.kohshin- chem.co.jp/ 

 

  

http://www.shp.co.jp/ 

 

  

http://www.dowkakoh.co.jp/ 

 

  

http://www.takatsu- mfg.co.jp/ 

 

  

http://www.nissin- shoji.co.jp/group/ 

 

  

http://www.nip.co.jp/ 

 

  

http://www31.ocn.ne.jp/~ngf/ 

 

  

http://www.yuasa- r.com/ 

 

  

http://www.showa- aircraft.co.jp/ 

 

( )   

http://www.sportscars.co.jp/ 

 ̧  

  

http://www.cybernet.co.jp/ 

 

( )  

http://www.solidworks.co.jp/ 

 

 NATS  

http://www.nats.ac.jp/ 

 

  

http://www.nipponpaint.co.jp/ 

 

  

http://www.nipponrentacar.co.jp/ 

 

   

http://www .jasc..or.jp 

 ̧   

  

 

  

http://www.nissan- global.com/JP/FORMULA/ 

 

HONDA   

http://www.honda.co.jp/ 

 

  

http://www.alinco.co.jp 

 


